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Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ 

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
の
取
組
み

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
の
取
組
み

米
生
産
の
質
・
量
向
上
へ

農
機
の
操
作
・
メ
ン
テ
を
指
導

ヤンマーのパワーティラーを運用するサービスプロバイダー

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
は
ア
フ
リ
カ
の
支
援
と

し
て
、
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
（
日

・
ア
フ
リ
カ
農
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
を
通
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
Ａ

Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
は
、
２
０
１
９

年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
フ

リ
カ
開
発
に
関
す
る
国
際
会

議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
に
お

い
て
、
故
安
倍
晋
三
元
首
相

（
当
時
）
と
ア
フ
リ
カ
連
合

（
当
時
）
議
長
（
現
エ
ジ
プ

ト
大
統
領
）
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル

フ
ァ
ッ
タ
ー
ハ
・
エ
ル
シ
ー

シ
氏
が
共
同
議
長
を
担
当
し

た
会
合
で
設
立
が
提
案
さ
れ

た
も
の
。
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
２
２
年
に
か
け
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ

ア
、
ガ
ー
ナ
、
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の

５
カ
国
で
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
が

ど
の
よ
う
に
設
置
、
稼
働
可

能
か
調
査
。
そ
の
後
、
２
０

２
２
年
２
月
か
ら
約
２
年
間

の
計
画
で
、
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ

の
稼
働
開
始
に
向
け
た
準
備

作
業
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
は
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
日
本
・

ア
フ
リ
カ
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
き
運
営
・
管

理
さ
れ
る
」
「
新
し
い
『
セ

ン
タ
ー
』
を
作
る
の
で
は
な

く
既
存
の
施
設
や
組
織
に
、

必
要
な
機
能
を
追
加
し
て
い

く
」
「
様
々
な
農
産
物
の
た

め
の
機
械
・
資
材
を
幅
広
く

カ
バ
ー
す
る
が
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
活
動
期
間
は
コ
メ
の
生
産

・
加
工
用
の
農
機
に
焦
点
を

あ
て
る
」
の
３
つ
を
設
定
。

対
象
５
カ
国
へ
の
進
出
を
検

討
し
て
い
る
わ
が
国
企
業
に

対
し
て
将
来
的
に
は
７
つ
の

機
能
（
①
広
域
ア
ド
バ
イ
ス

②
展
示
・
実
証
・
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
③
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
実
証
④
金
融
⑤
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
⑥
広
報
⑦
人

材
育
成
）
の
提
供
を
通
じ
て

企
業
の
積
極
的
な
ア
フ
リ
カ

進
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
パ
イ
ロ

ッ
ト
活
動
期
間
中
は
前
記
７

つ
の
機
能
の
う
ち
、①
、②
、

③
、
⑥
、
⑦
（
一
部
）
の
５

つ
の
機
能
に
焦
点
を
あ
て
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら

業
務
を
受
託
し
た
㈱
か
い
は

つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
が
運
営
チ
ー
ム

と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
のプレスツアーでＦＭＳ―2000の使用方法を説明

クボタのコンバインによる作業

寄贈されたケツト水分計

形
で
ま
と
め
て
い
る
。
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
の
最
新
号
（
コ

ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
Ｎ
ｏ
．
１
）

を
紹
介
す
る
。

　

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
運
営
チ

ー
ム
は
、
２
０
２
２
年
７
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
最
初

の
現
地
活
動
を
実
施
し
た
。

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
の
活

動
を
正
式
に
開
始
す
る
に
あ

た
り
、
チ
ー
ム
は
国
家
農
業

農
村
開
発
省(

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ)

、
コ
メ
セ
ク
タ

ー
開
発
機
構 

(

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ｚ) 

な
ど
関
係
機
関
と

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
実
施
・
連

携
体
制
を
合
意
し
た
。

　

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ

ー
ル
政
府
に
よ
っ
て
「
Ｌ
ｅ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ　

ｄ
ｅ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

ｄ

ｕ　

Ｒ
ｉ
ｚ　

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ　

Ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ　

２　

（
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
２
）」
と
い
う
技

術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
農
業
機
械

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に

対
し
て
適
切
な
機
械
の
操
作

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
提
供
し
た
り
、
精
米

業
者
に
対
し
て
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
に
う
ま
く
適
応
で
き

る
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
技
術

に
関
す
る
技
術
指
導
を
行
う

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
対
象
は
生
産
者
か
ら
精

米
業
者
、
周
辺
地
域
の
消
費

者
に
至
る
ま
で
、
米
の
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
に
沿
っ
た

関
係
者
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ｌ
２
は
、

米
生
産
の
質

と
量
の
向
上

に
貢
献
で
き

る
多
く
の
日

本
の
農
業
機

械

を

特

定

し
、
パ
ワ
ー

テ
ィ
ラ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
脱
穀
機
、
検

査
装
置
な
ど
の
機
械
を
導
入

し
た
。

　

例
え
ば
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
２

は
、
対
象
地
域
の
農
業
機
械

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に

ヤ
ン
マ
ー
の
パ
ワ
ー
テ
ィ
ラ

ー
を
紹
介
し
、
一
連
の
操
作

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
通
じ
て
機
械
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
能
力
向
上
を
図

っ
て
い
る
。
研
修
後
、
多
く

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
「
ヤ
ン

マ
ー
の
パ
ワ
ー
テ
ィ
ラ
ー

は
、
前
後
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
操
縦
性
が
良
い
」
と
話

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
２
で
紹
介
し
た
ヤ

ン
マ
ー
の
機
械
は
、
コ
ン
バ

イ
ン
や
脱
穀
機
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
15
日
に

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
主
催
で
現
地

新
聞
社
、
テ
レ
ビ
局
、
ラ
ジ

オ
局
か
ら
な
る
プ
レ
ス
ツ
ア

ー
が
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
２
の
現

場
を
訪
れ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ

２
に
導
入
さ
れ
た
日
本
の
機

械
や
設
備
を
視
察
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
で
は

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
２
の
ラ
ボ
も

訪
れ
、
サ
タ
ケ
製
品
で
あ
る

色
彩
選
別
機
「
Ｆ
Ｍ
―
２
０

０
０
」を
視
察
。
翌
月
に
は
、

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
２
主
催
で
政

府
関
係
者
と
地
元
の
精
米
業

者
を
招
き
、
Ｆ
Ｍ
―
２
０
０

０
の
デ
モ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
た
。
デ
モ
参
加
者
の

一
人
は
、
従
来
の
手
作
業
に

よ
る
選
別
作
業
の
問
題
点
で

あ
る
「
作
業
時
間
が
長
い
」

「
精
米
か
ら
不
純
物
を
取
り

除
く
精
度
が
悪
い
」
な
ど
を

解
決
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
サ

タ
ケ
の
色
彩
選
別
機
が
あ
れ

ば
、
精
米
作
業
の
効
率
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
語

っ
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
２
で

は
、
日
本
の
色
彩
選
別
技
術

が
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
米

選
別
の
課
題
解
決
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
地
元
の
精
米
業

者
や
関
係
者
に
紹
介
す
る
た

め
、
今
後
精
米
業
者
に
Ｆ
Ｍ

―
２
０
０
０
を
使
用
し
て
も

ら
う
構
想
。
ま
た
、
Ｆ
Ｍ
―

２
０
０
０
の
高
価
格
が
課
題

だ
と
し
な
が
ら
、
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ
の
精
米
業
者
が

Ｆ
Ｍ
―
２
０
０
０
を
導
入
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　

◇

　

７
月
14
日
、
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｔ
チ
ー
ム
は
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｌ

２
受
益
者
で
あ
る
農
業
機
械

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の

Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
の

収
穫
作
業
を
視
察
し
た
。
Ｓ

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
は
、

ク
ボ
タ
の
コ
ン
バ
イ
ン
「
Ｄ

Ｃ
―
70
」
を
２
台
所
有
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
社
の
経
理
担
当
者
は
、
ク

ボ
タ
製
コ
ン
バ
イ
ン
が
他
国

製
よ
り
も
収
穫
性
能
・
能
力

が
高
い
た
め
、
２
台
目
も
ク

ボ
タ
製
を
購
入
し
た
と
Ａ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
取
材
に
答
え
て

い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｔ
チ
ー
ム
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
で
あ
る
カ
ン
ガ
氏
に
Ｄ
Ｃ

―
70
の
使
用
感
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　

―
―
い
つ
２
台
の
Ｄ
Ｃ
―　

70
を
購
入
し
た
の
か
。

「
約
１
年
前
に
１
台
、
そ
の

前
に
も
う
１
台
購
入
し
た
。

い
ず
れ
も
ロ
ー
ン
を
組
ん
で

お
り
、
１
台
は
既
に
返
済
が

終
了
。
も
う
１
台
は
現
在
返

済
中
」

　

―
―
Ｄ
Ｃ
―
70
の
年
間
作

　

業
時
間
は
。

「
作
期
が
１
年
に
２
回
あ
る

た
め
、
年
２
回
耕
う
ん
・
収

穫
作
業
を
行
う
。
１
年
前
に

購
入
し
た
コ
ン
バ
イ
ン
は
既

に
８
０
０
時
間
以
上
使
用
し

て
い
る
」
（
実
機
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
８
４
７
時
間
）

　

―
―
機
械
の
故
障
を
防
ぐ　
　

　

た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ　

　

と
は
。

「
作
業
を
始
め
る
前
に
、
機

械
を
よ
く
見
て
、
問
題
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

エ
ン
ジ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー

ト
を
防
ぐ
た
め
、
エ
ア
ク
リ

ー
ナ
ー
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
、

オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
を
エ
ア
ブ

ロ
ー
で
清
掃
し
て
い
る
」

　

―
―
Ｄ
Ｃ
―
70
の
良
い
と　

　

こ
ろ
は
。

「
壊
れ
な
い
。
例
え
ば
、
ベ

ル
ト
類
は
今
ま
で
操
作
し
て

き
た
他
の
機
械
よ
り
も
弾
力

性
が
あ
る
。
ま
た
、
操
作
性

も
良
い
。
よ
り
快
適
に
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

よ
り
強
靭
な
機
械
を
使
う
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
田
ん
ぼ

を
収
穫
で
き
、
故
障
に
よ
る

作
業
ロ
ス
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
米

の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
」。

　
　
　
　
　

◇

　

昨
年
10
月
に
は
、
Ａ
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
が
コ
ー
ト
ジ

ボ
ワ
ー
ル
で
の
初
の
Ａ
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｔ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ケ
ツ
ト
科
学
研
究
所
に
よ
る

穀
物
水
分
測
定
の
重
要
性
に

関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、

「
穀
物
水
分
の
重
要
性
」「
穀

物
水
分
測
定
の
精
度
と
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
穀
物
水
分
計
、
籾

摺
り
機
、
精
米
機
、
白
度
計

な
ど
の
製
品
紹
介
が
行
わ
れ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加

者
か
ら
「
他
国
の
機
械
と
比

較
し
て
、
ケ
ツ
ト
製
品
の
精

度
に
驚
い
た
」
「
今
日
の
講

義
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｍ　

（
Ｃ
ô
ｔ
ｅ　

d’
Ｉ
ｖ
ｏ
ｉ

ｒ
ｅ　

Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
や
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｎ
Ａ
（
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ

ｉ
ｒ
ｅ　

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ

ｌ　

d’
Ｅ
ｓ
ｓ
ａ

ｉ
ｓ
，　

ｄ
ｅ　

Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
，　

ｄ
ｅ　

Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｉ
ｅ　

ｅ
ｔ　

d’
Ａ
ｎ
ａ
ｌ

ｙ
ｓ
ｅ
）
な
ど
の
主
要
な
政

府
関
係
機
関
と
共
有
す
べ

き
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意

見
が
聞
か
れ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

な
お
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

の
購
読
や
問
い
合
わ
せ
は
、

か
い
は
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
メ
ー

ル
：aficat.team@kmci

nc.co.jp

）
ま
で
。

湛
水
直
播
を
省
力
化

無
コ
代
掻
き
同
時
播
種
機
で

石井製作所

無コーティング代掻き同時播種機

石井社長

村瀬社長

除
草
の
ニ
ー
ズ
高
ま
る
ス
ー
パ
ー

工

業

　

ス
ー
パ
ー
工
業
＝
大
阪
府

摂
津
市
鳥
飼
本
町
５
―
３
―

７
＝
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
式
防
音
温
水
型
の
高
圧

洗
浄
機
「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
―
１
３
２

５
Ｖ
―
２
」の
普
及
を
進
め
、

重
機
の
油
落
と
し
を
は
じ
め

建
設
・
建
築
関
係
で
活
用
さ

れ
る
と
と
も
に
、最
近
で
は
、

除
草
関
係
で
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
、
農
業
分
野
か
ら
も
期

待
を
集
め
て
い
る
。

　

「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
―
１
３
２
５
Ｖ

―
２
」
は
、
温
水
・
高
温
ス

チ
ー
ム
洗
浄
が
可
能
で
、
燃

料
は
軽
油
の
み
の
一
体
型
。

安
全
弁
・
渇
水
停
止
装
置
、

失
火
検
知
装
置
な
ど
安
全
装

置
を
標
準
装
備
。
５
万
６
０

０
０
Kcal
の
高
効
率
ヒ
ー
ト
コ

イ
ル
式
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
り
、

温
水
洗
浄
だ
け
で
な
く
高
温

ス
チ
ー
ム
洗
浄
も
可
能
。
農

業
分
野
で
は
除
草
だ
け
で
な

く
、ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ（
ジ

ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の
駆
除
な

ど
の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
今
後

の
展
開
が
楽
し
み
で
あ
る
。

ヰ
セ
キ
九
州
の
新
陣
容

の
生
産
量
が
多
く
、
低
コ
ス

ト
生
産
技
術
を
実
証
で
き
れ

ば
、
業
務
用
米
の
供
給
量
を

増
加
で
き
る
。
湛
水
直
播
栽

培
は
、
育
苗
が
不
要
で
播
種

が
移
植
栽
培
よ
り
早
く
、
収

穫
が
移
植
栽
培
よ
り
遅
い
の

で
、
春
と
秋
の
労
働
ピ
ー
ク

が
平
準
化
さ
れ
る
た
め
、
低

コ
ス
ト
化
だ
け
で
な
く
、
労

働
力
不
足
・
規
模
拡
大
へ
の

対
応
技
術
と
し
て
も
有
効
と

い
え
、
今
後
の
導
入
・
普
及

が
注
目
さ
れ
る
。

　

ヰ
セ
キ
九
州
＝
熊
本
県
上

益
城
郡
益
城
町
平
田
２
５
５

０
＝
は
こ
の
ほ
ど
１
月
１
日

付
の
役
員
異
動
、
新
体
制
を

発
表
し
た
。

【
ヰ
セ
キ
九
州
新
陣
容
】
▽

代
表
取
締
役
社
長
＝
村
瀬
武

志
▽
常
務
取
締
役
（
営
業
本

部
長
）＝
梁
井
則
明（
昇
任
）

▽
同
（
管
理
部
長
）
＝
渥
海

裕
彦
▽
取
締
役
（
営
業
副
本

部
長
）
＝
寺
内
信
也
（
委
嘱

変
更
）
▽
同
（
非
常
勤
）
＝

大
志
民
貴
之
▽
監
査
役（
同
）

＝
原
田
義
則
▽
同
（
同
）
＝

木
元
誠
剛
▽
常
務
執
行
役
員

（
北
部
支
社
長
）
＝
野
澤
修

一
▽
同
（
中
部
支
社
長
）
＝

安
田
賢
司
（
昇
任
）
▽
同
（
南

部
支
社
長
）
＝
塚
田
昭
人
▽

執
行
役
員（
系
統
推
進
部
長
）

＝
福
村
幸
正
。

（
敬
称
略
）

　

な
お
、
専
務
取
締
役
の
松

本
伸
二
氏
、
常
務
執
行
役
員

の
楠
司
氏
は
任
期
満
了
に
よ

り
、
役
員
を
退
任
し
顧
問
に

就
任
し
た
。

　

石
井
製
作
所
（
石
井
智
久

社
長
）
は
、
東
北
農
研
、
山

形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
、
山
形
大
学
な
ど
と
共
同

し
、
稲
作
の
低
コ
ス
ト
と
収

益
向
上
の
同
時
実
現
に
向

け
、
代
掻
き
と
同
時
に
直
播

が
可
能
な
『
無
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
代
掻
き
同
時
播
種
機
』
の

導
入
・
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ク
タ
に
装
着
し
て
ド
ラ

イ
ブ
ハ
ロ
ー
に
取
り
付
け
で

き
る
直
播
機
の
た
め
、
田
植

機
が
入
れ
な
い
ほ
場
で
も
播

種
可
能
と
な
る
利
点
が
あ
る
。

　

石
井
製
作
所
＝
山
形
県
酒

田
市
京
田
４
―
１
―
13
＝
は

２
０
１
６
年
か
ら
共
同
研
究

に
参
画
し
、
そ
の
成
果
は
東

北
農
研
が
湛
水
直
播
栽
培
技

術
の
向
上
と
普
及
拡
大
を
図

る
た
め
に
昨
年
春
に
開
催
し

た
「
水
稲
無
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

湛
水
直
播
栽
培
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

本
格
発
売
か
ら
東
北
を
中
心

に
導
入
が
進
ん
で
お
り
、
近

年
で
は
関
東
、
信
越
、
北
陸

で
の
試
験
導
入
も
進
む
。
石

井
社
長
は
「
稲
作
の
規
模
拡

大
を
目
指
す
上
で
直
播
は
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
手
法
の
一
つ
。
地
域
に
よ

っ
て
合
う
、
合
わ
な
い
は
あ

る
が
、
敢
え
て
挑
戦
し
て
省

力
化
を
図
る
こ
と
で
今
後
の

人
手
不
足
問
題
の
解
決
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

　

本
機
の
特
長
は
①
代
掻
き

と
同
時
に
播
種
を
行
う
②
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
が
不
要
の
た

め
、
ほ
場
で
の
作
業
工
程
が

削
減
、
労
力
及
び
費
用
不
要

③
ト
ラ
ク
タ
装
着
の
た
め
、

耕
盤
が
柔
ら
か
く
田
植
機
で

は
沈
車
し
て
進
め
な
い
よ
う

な
ほ
場
で
も
播
種
可
能
の
３

つ
が
ポ
イ
ン
ト
。
ま
た
、
ド

ラ
イ
ブ
ハ
ロ
ー
に
装
着
し
た

状
態
で
格
納
で
き
る
た
め
ス

ペ
ー
ス
を
取
ら
ず
に
保
管
が

可
能
と
な
る
。播
種
装
置
は
、

１
ha
近
く
無
補
給
で
播
種
で

き
、
催
芽
籾
（
５
㎜
程
度
ま

で
）
を
傷
つ
け
ず
に
播
種
可

能
な
の
も
大
き
な
利
点
だ
。

　

無
コ
代
掻
き
同
時
播
種
機

で
の
播
種
方
法
は
、
散
播
か

条
播
を
選
択
し
、
播
種
量
を

車
速
に
合
わ
せ
て
自
動
的
に

調
整
で
き
る
。
鎮
圧
ロ
ー
ラ

ー
で
催
芽
籾
を
５
㎜
程
度
の

深
さ
に
埋
め
る
こ
と
で
鳥
害

を
軽
減
し
手
持
ち
の
ハ
ロ
ー

の
取
り
付
け
が
可
能
だ
。
代

掻
き
の
ス
ピ
ー
ド
は
毎
時
１

〜
３
㎞
で
播
種
で
き
、
反
当

り
15
〜
20
分
の
作
業
と
な
る
。

　

東
北
農
研
の
研
究
成
果
で

は
、
「
一
般
的
な
田
植
機
型

８
条
点
播
機
に
比
べ
仕
上
げ

代
か
き
＋
播
種
＋
初
期
除
草

剤
散
布
の
作
業
時
間
は
大
幅

に
短
縮
さ
れ
、
種
子
が
75
㎏

入
る
の
で
1.5
ha
無
補
給
で
播

種
で
き
、
ほ
と
ん
ど
の
水
田

で
補
助
者
が
不
要
に
な
る
。

さ
ら
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
と
組
み
合
わ
せ
る
と
無
補

給
無
人
の
協
調
作
業
が
可
能

と
な
る
。
従
来
の
ロ
ボ
ッ
ト

田
植
機
や
播
種
機
は
、
作
業

は
無
人
で
で
き
て
も
、
苗
や

種
子
の
補
給
作
業
者
は
必
要

で
無
人
化
で
き
な
か
っ
た

が
、
今
回
の
試
作
播
種
機
で

は
田
植
機
本
体
が
不
要
な
の

で
、
一
般
的
な
田
植
機
型
８

条
点
播
機
に
比
べ
て
、
導
入

コ
ス
ト
が
大
幅
に
下
げ
ら
れ

る
」
と
、
そ
の
省
力
化
効
果

の
高
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

東
北
地
方
で
は
業
務
用
米


